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飛
鳥
井
雅
康
の
「
詠
五
十
首
和
歌
」
に
つ
い
て

<

付>

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本 

翻
刻 

  

日 

高

愛 

子

 

 

一

 

 

飛
鳥
井
雅
康
（
一
四
三
六
―
一
五
〇
九
。
法
名
、
宋
世
。
号
、
二
楽
軒
）
は
、

最
後
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
、
飛
鳥
井
雅
世
の
次
男
で

あ
る
。
兄
に
雅
親
（
一
四
一
七
―
一
四
九
〇
〇
。
法
名
、
栄
雅
。
法
号
、
蓮
心
院
）

が
お
り
、
そ
の
猶
子
と
な
る
も
、
雅
親
に
は
実
子
雅
俊
（
一
四
六
二
―
一
五
二
三
）

が
い
た
た
め
、
家
督
は
雅
俊
に
譲
っ
た
。
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
二
月
四
日
、

近
江
松
本
に
て
四
七
歳
で
出
家
し
た
（
『
親
長
卿
記
』
他
）
。 

雅
康
は
、
兄
雅
親
と
共
に
足
利
義
尚
（
一
四
六
五
―
一
四
八
九
）
の
蹴
鞠
・
歌

両
道
の
師
範
で
あ
っ
た
ほ
か
、
殊
に
書
に
お
い
て
は
義
尚
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
と
さ
れ
、
二
楽
軒
流
の
祖
で
も
あ
る
。
蹴
鞠
書
や
歌
学
書
な
ど
数
多
の
著
作
が

現
存
し
、
武
家
に
対
し
て
蹴
鞠
・
歌
両
道
の
相
伝
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
「
宋
世
口
伝
」
と
も
称
さ
れ
る
飛
鳥
井
流
切
紙
口
伝

が
雅
康
の
著
述
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
雅
康
は
飛
鳥
井

流
の
秘
伝
や
そ
の
相
伝
体
系
を
形
成
し
た
人
物
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

二 

 

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
雅
康
の
「
詠
五
十
首
和
歌
」
（
以
下
、
「
雅

康
五
十
首
」
）
で
あ
る
。
雅
康
五
十
首
に
つ
い
て
は
、
夙
に
井
上
宗
雄
『
中
世
歌

壇
史
の
研
究

室
町
前
期
』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
一
年
）
に
言
及
が
あ
り
、
次

の
伝
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

(1) 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本 

（
外
題
）
「
五
十
首
和
歌

宋
世
」
（
内
題
）
「
詠
五
十
首
和
歌
」 

  (2) 

内
閣
文
庫
本 

『
賜
蘆
拾
葉
』
第
一
集
収
録
。
（
内
題
）
「
詠
五
十
首
和
歌
」 

(3) 

岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本 

（
外
題
）
「
宋
世
百
首
／
采
世
五
十
首
／
頓
阿
百
首
大
神
宮
宝
納
／
頓
阿
百 

首
句
題
／
玄
旨
百
首
」
（
内
題
）
「
詠
五
十
首
和
歌
」 

 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
は
巻
末
に
、 

 

元
禄
六
年
癸
酉
歳 
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仲
冬
中
旬
、
再
令
写
之
畢
。

（

１

） 

 

と
し
て
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
書
写
奥
書
を
持
つ
。
伝
本
全
て
に
共
通
す

る
の
は
、
次
に
示
し
た
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
本
奥
書
で
あ
る
。 

 

明
応
八
年
十
二
月
廿
一
日
、
於
微
妙
寺
之
山
陰
、
焼
火
之
中
、
詠
之
。
不
可

在
他
見
云
々
。 

右
、
二
楽
軒
五
十
首
詠
草
、
以
自
筆
之
本
、
写
焉
。 

 

こ
の
年
の
雅
康
の
動
静
を
見
る
と
、
『
後
法
興
院
記
』
同
年
五
月
一
日
条
に
は
、 

 

五
月
一
日
庚
申
晴
、
二
楽
院
来
、
明
後
日
東
国
辺
下
向
、
為
一
見
富
士
云
々
、

為
暇
乞
来
也
。 

 

と
あ
り
、
そ
の
翌
々
日
に
、
雅
康
は
富
士
見
の
た
め
に
京
都
を
出
発
し
て
い
る
。 

 

明
応
八
年
五
月
三
日
、
富
士
歴
覧
の
た
め
に
、
都
を
お
も
ひ
立
侍
り
て
、
江

州
柏
木
郷
に
と
ゞ
ま
り
て
、
四
日
の
朝
に
た
ち
侍
る
に
、
社
頭
の
ふ
し
を
が

み
奉
り
て
、 

柏
木
に
跡
た
る
ゝ
よ
り
も
里
の
う
ち
に
さ
こ
そ
葉
守
の
神
も
守
ら
め 

内
白
川
、
外
白
川
、
き
の
ふ
の
雨
に
水
ま
さ
り
て
、
人
々
わ
た
り
か
ね
侍
れ

ば
、
心
の
う
ち
に
祈
念
侍
り
し
。

（

２

）

 

（
富
士
歴
覧
記
）  

 

右
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
た
『
富
士
歴
覧
記
』
は
、
こ
の
と
き
の
富
士
遊
覧

の
模
様
を
記
録
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
、 

い
ま
だ
都
に
中
納
言
入
道
宋
世
あ
り
し
と
き
、
す
る
が
の
国
へ
下
り
侍
る
よ

し
き
こ
え
し
か
ば
、
侍
従
大
納
言
実
隆
卿
申
つ
か
は
さ
れ
け
る
、 

こ
れ
は
ま
た
い
か
に
忍
ば
む
う
つ
の
山
と
を
き
昔
も
近
き
む
か
し
も 

返
し 

今
は
ま
た
夢
ば
か
り
な
る
あ
ら
ま
し
の
う
つ
ゝ
に
な
れ
ば
宇
津
の
山
越 

こ
れ
は
、
む
か
し
、
曩
祖
雅
経
卿
、
ふ
じ
み
侍
ら
む
と
て
、
く
だ
り
侍
り
し

に
、
宇
津
の
山
に
て
、
「
路
分
し
昔
は
夢
か
う
つ
の
山
あ
と
と
も
み
え
ぬ
つ

た
の
下
道
」
と
よ
め
り
。
ま
た
、
父
雅
世
卿
、
か
の
山
を
と
を
り
侍
り
し
に
、

雅
経
卿
の
歌
を
お
も
ひ
い
で
侍
り
て
、
「
む
か
し
だ
に
む
か
し
と
い
ひ
し
う

つ
の
山
こ
え
て
ぞ
忍
ぶ
蔦
の
下
道
」
と
つ
ら
ね
侍
り
し
こ
と
を
、
「
遠
き
む

か
し
も
ち
か
き
昔
も
」
と
よ
め
る
な
る
べ
し
。

（
富
士
歴
覧
記
） 

 

と
述
べ
る
如
く
、
飛
鳥
井
家
の
始
祖
で
あ
る
雅
経
の
富
士
見
や
、
雅
康
の
父
雅
世

が
足
利
義
政
に
供
奉
し
た
際
に
著
し
た
『
富
士
紀
行
』
を
強
く
意
識
し
た
内
容
で

あ
り
、
雅
康
が
富
士
見
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
雅
経
と
雅
世
の
事
績
を
慕
っ
て
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

『
富
士
歴
覧
記
』
は
、
六
月
九
日
に
小
夜
の
中
山
か
ら
富
士
を
一
見
し
、
十
首

を
詠
じ
た
後
、
七
月
七
日
に
伊
勢
へ
戻
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
が
、 

 

三
井
寺
の
ほ
く
り
む
ば
う
と
い
へ
る
人
の
本
よ
り
、
つ
か
は
し
け
る
。 

う
へ
も
な
き
二
の
道
に
ふ
じ
の
山
な
ら
べ
て
三
の
た
か
ね
な
ら
ま
し 

か
へ
し ふ

じ
の
山
を
よ
ば
ぬ
道
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
ね
が
ひ
は
み
つ
の
た
か
ね

な
ら
ま
し 

 

と
し
て
、
三
井
寺
の
「
ほ
く
り
む
ば
う
」
な
る
僧
と
思
し
き
人
物
（
未
詳
）
と
の

和
歌
の
贈
答
が
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
些
か
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

そ
の
後
の
雅
康
の
足
取
り
に
つ
い
て
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
井
上
氏
の
指
摘
に

よ
れ
ば
、
「
九
月
十
六
日
「
世
上
儀
迷
惑
之
趣
」
（
事
情
不
明
。
政
家
記
）
に
よ

り
大
津
に
移
住
」

（

３

）

し
、
一
二
月
二
一
日
に
こ
の
五
十
首
を
詠
じ
た
。
場
所
は
、
本

奥
書
に
「
於
微
妙
寺
之
山
陰
」
と
あ
る
。
微
妙
寺
は
、
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
三

井
寺
の
別
院
で
あ
る
。
「
焼
火
」
と
は
、
焚
き
火
の
こ
と
か
。
微
妙
寺
は
三
井
寺

境
内
の
南
の
山
内
に
位
置
す
る
。
一
二
月
の
寒
い
時
分
で
あ
り
、
夜
を
徹
し
て
の

五
十
首
詠
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
右
記
『
富
士
歴
覧
記
』
末
尾
の
三
井
寺
僧
と
の
贈
答
歌
に
は
、
「
二

の
道
」
「
を
よ
ば
ぬ
道
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。
雅
康
が
飛
鳥
井
家
の
人
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
二
の
道
」
が
、
単
に
旅
路
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

蹴
鞠
道
と
歌
道
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（

４

）

『
新
古
今
集
』
の
撰
者

の
一
人
で
あ
っ
た
雅
経
や
、
『
新
続
古
今
集
』
を
撰
し
た
父
雅
世
を
慕
っ
て
の
富

士
遊
覧
の
最
終
で
「
道
」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
こ

の
頃
、
雅
康
は
既
に
出
家
し
て
久
し
く
、
家
督
を
譲
っ
た
甥
の
雅
俊
と
の
確
執
も

溶
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
庶
流
と
し
て
生
き
る
晩
年
の
雅
康
の
蹴
鞠
道
や

歌
道
へ
の
執
着
が
「
を
よ
ば
ぬ
道
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
」
と
詠
ま
し
め
た
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
微
妙
寺
に
籠
り
五
十
首
を
詠
じ
た
の
も
、
こ
う
し
た
富
士
遊
覧
の

余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
雅
経
や
父
雅
世
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
の

営
為
と
も
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

 

で
は
、
「
雅
康
五
十
首
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。 

「
雅
康
五
十
首
」
は
、
春
一
二
首
・
夏
七
首
・
秋
一
二
首
・
冬
七
首
・
恋
六
首
・

雑
六
首
か
ら
成
る
。
歌
題
は
、
定
家
の
『
拾
遺
愚
草
』
や
、
雅
経
の
『
明
日
香
井

和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
る
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
に
よ
る
。

（

５

）

次
に
掲
げ
た
『
明
日

香
井
和
歌
集
』
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
の
歌
題
と
歌
数
を
参
照
さ
れ
た
い
（
私
に

通
し
番
号
を
付
し
た
）
。 

 

春
十
二
首 

1
初
春
・
2
雪
中
鶯
・
3
橋
辺
霞
・
4
行
路
梅
・
5
春
月
・
6
岸
柳
・
7
旅

春
雨
・
8
遠
帰
雁
・
9
山
花
・
10
関
花
・
11
庭
花
・
12
河
款
冬 

夏
七
首 

13
杜
卯
花
・
14
早
苗
多
・
15
里
郭
公
・
16
岡
郭
公
・
17
夜
盧
橘
・
18
籬
瞿
麦
・ 

19
江
蛍 

秋
十
二
首 

20
早
秋
・
21
萩
露
・
22
荻
風
・
23
尋
虫
声
・
24
山
家
月
・
25
野
径
月
・
26
舟

中
月
・
27
暁
鹿
・
28
河
霧
・
29
擣
衣
幽
・
30
夕
紅
葉
・
31
残
菊
匂 

冬
七
首 

32
朝
時
雨
・
33
竹
霜
・
34
池
水
鳥
・
35
島
千
鳥
・
36
松
雪
・
37
湖
雪
・
38
惜

歳
暮 恋

六
首 

39
寄
雲
恋
・
40
寄
露
恋
・
41
寄
煙
恋
・
42
寄
草
恋
・
43
寄
鳥
恋
・
44
寄
枕
恋 

雑
六
首 

45
暁
述
懐
・
46
閑
中
灯
・
47
山
旅
・
48
海
旅
・
49
野
旅
・
50
寄
松
祝 

 『
明
日
香
井
和
歌
集
』
の
伝
本
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
雅
経
集
』
（
内
題

「
明
日
香
井
和
歌
集
」
二
六
六
‐
七
〇
九
）
な
ど
、 
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と
し
て
、
三
井
寺
の
「
ほ
く
り
む
ば
う
」
な
る
僧
と
思
し
き
人
物
（
未
詳
）
と
の

和
歌
の
贈
答
が
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
些
か
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

そ
の
後
の
雅
康
の
足
取
り
に
つ
い
て
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
井
上
氏
の
指
摘
に

よ
れ
ば
、
「
九
月
十
六
日
「
世
上
儀
迷
惑
之
趣
」
（
事
情
不
明
。
政
家
記
）
に
よ

り
大
津
に
移
住
」

（

３

）

し
、
一
二
月
二
一
日
に
こ
の
五
十
首
を
詠
じ
た
。
場
所
は
、
本

奥
書
に
「
於
微
妙
寺
之
山
陰
」
と
あ
る
。
微
妙
寺
は
、
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
三

井
寺
の
別
院
で
あ
る
。
「
焼
火
」
と
は
、
焚
き
火
の
こ
と
か
。
微
妙
寺
は
三
井
寺

境
内
の
南
の
山
内
に
位
置
す
る
。
一
二
月
の
寒
い
時
分
で
あ
り
、
夜
を
徹
し
て
の

五
十
首
詠
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
右
記
『
富
士
歴
覧
記
』
末
尾
の
三
井
寺
僧
と
の
贈
答
歌
に
は
、
「
二

の
道
」
「
を
よ
ば
ぬ
道
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
。
雅
康
が
飛
鳥
井
家
の
人
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
二
の
道
」
が
、
単
に
旅
路
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

蹴
鞠
道
と
歌
道
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（

４

）

『
新
古
今
集
』
の
撰
者

の
一
人
で
あ
っ
た
雅
経
や
、
『
新
続
古
今
集
』
を
撰
し
た
父
雅
世
を
慕
っ
て
の
富

士
遊
覧
の
最
終
で
「
道
」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
こ

の
頃
、
雅
康
は
既
に
出
家
し
て
久
し
く
、
家
督
を
譲
っ
た
甥
の
雅
俊
と
の
確
執
も

溶
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
庶
流
と
し
て
生
き
る
晩
年
の
雅
康
の
蹴
鞠
道
や

歌
道
へ
の
執
着
が
「
を
よ
ば
ぬ
道
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
」
と
詠
ま
し
め
た
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
微
妙
寺
に
籠
り
五
十
首
を
詠
じ
た
の
も
、
こ
う
し
た
富
士
遊
覧
の

余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
雅
経
や
父
雅
世
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
の

営
為
と
も
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

 

で
は
、
「
雅
康
五
十
首
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。 

「
雅
康
五
十
首
」
は
、
春
一
二
首
・
夏
七
首
・
秋
一
二
首
・
冬
七
首
・
恋
六
首
・

雑
六
首
か
ら
成
る
。
歌
題
は
、
定
家
の
『
拾
遺
愚
草
』
や
、
雅
経
の
『
明
日
香
井

和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
る
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
に
よ
る
。

（

５

）

次
に
掲
げ
た
『
明
日

香
井
和
歌
集
』
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
の
歌
題
と
歌
数
を
参
照
さ
れ
た
い
（
私
に

通
し
番
号
を
付
し
た
）
。 

 

春
十
二
首 

1
初
春
・
2
雪
中
鶯
・
3
橋
辺
霞
・
4
行
路
梅
・
5
春
月
・
6
岸
柳
・
7
旅

春
雨
・
8
遠
帰
雁
・
9
山
花
・
10
関
花
・
11
庭
花
・
12
河
款
冬 

夏
七
首 

13
杜
卯
花
・
14
早
苗
多
・
15
里
郭
公
・
16
岡
郭
公
・
17
夜
盧
橘
・
18
籬
瞿
麦
・ 

19
江
蛍 

秋
十
二
首 

20
早
秋
・
21
萩
露
・
22
荻
風
・
23
尋
虫
声
・
24
山
家
月
・
25
野
径
月
・
26
舟

中
月
・
27
暁
鹿
・
28
河
霧
・
29
擣
衣
幽
・
30
夕
紅
葉
・
31
残
菊
匂 

冬
七
首 

32
朝
時
雨
・
33
竹
霜
・
34
池
水
鳥
・
35
島
千
鳥
・
36
松
雪
・
37
湖
雪
・
38
惜

歳
暮 恋

六
首 

39
寄
雲
恋
・
40
寄
露
恋
・
41
寄
煙
恋
・
42
寄
草
恋
・
43
寄
鳥
恋
・
44
寄
枕
恋 

雑
六
首 

45
暁
述
懐
・
46
閑
中
灯
・
47
山
旅
・
48
海
旅
・
49
野
旅
・
50
寄
松
祝 

 『
明
日
香
井
和
歌
集
』
の
伝
本
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
雅
経
集
』
（
内
題

「
明
日
香
井
和
歌
集
」
二
六
六
‐
七
〇
九
）
な
ど
、 

－19－



右
一
帖
者
、
曩
祖
雅
経
卿
之
集
也
。
依
柳
営
之
尊
命
、
令
書
写
畢
。 

文
明
十
五
年
五
月
十
日

宋
世 

 

と
す
る
書
写
奥
書
を
持
つ
も
の
が
幾
つ
か
あ
り
、

（

６

）

雅
康
が
文
明
一
五
年
（
一
四
八

三
）
に
足
利
義
尚
の
命
を
受
け
、
『
明
日
香
井
和
歌
集
』
を
書
写
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
雅
経
の
こ
と
を
「
曩
祖
雅
経
卿
」
と
記
す
の
も
、
『
富
士
歴
覧

記
』
と
共
通
す
る
。
始
祖
雅
経
を
重
ん
じ
る
の
は
飛
鳥
井
家
の
人
物
で
あ
れ
ば
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
雅
康
は
雅
経
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
尊

慕
の
念
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
に

倣
い
、
五
十
首
を
詠
じ
た
の
も
、
雅
経
の
五
十
首
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。 

但
し
、
和
歌
の
表
現
に
お
い
て
は
、
雅
経
の
歌
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
は
殆
ど

認
め
ら
れ
な
い
。
唯
一
、
雅
経
の
五
十
首
と
の
関
連
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次

の
歌
で
あ
る
。 

 

12
く
ち
な
し
に
咲
山
吹
の
か
ひ
も
な
し
名
に
も
花
に
も
井
手
の
玉
水
（
河
款
冬
） 

 

雅
経
の
五
十
首
に
は
、 

 

12
や
ま
ぶ
き
の
ゐ
で
の
さ
と
人
ぬ
し
や
た
れ
は
な
は
こ
た
へ
ず
春
の
か
は
な
み 

（
河
款
冬
） 

 

と
あ
る
。
雅
康
の
歌
は
、
「
く
ち
な
し

、
、
、
、
の
色
に
ぞ
す
め
る
山
ぶ
き

、
、
、
の
花
の
し
た
ゆ

く
ゐ
手
の
か
は
み
づ

、
、
、
、
、
、
、
」
（
『
千
載
集
』
春
歌
下
・
一
一
五
・
藤
原
定
経
）
な
ど
の

歌
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
雅
経
の
歌
は
「
山
吹
、
、
の
花
色
衣
ぬ
し
や
た
れ

、
、
、
、
、
と
へ
ど
こ、

た
へ
ず

、
、
、
く
ち
な
し
に
し
て
」
（
『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
一
二
・
素
性
法
師
）
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
「
河
款
冬
」
の
題
で
山
吹
と
井
手
を
詠
み

込
ん
で
お
り
、
雅
康
は
雅
経
の
歌
か
ら
も
着
想
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
。 

雅
経
や
父
雅
世
の
歌
と
似
た
趣
向
の
も
の
は
、
こ
の
他
に
も
散
見
さ
れ
る
。 

 

2
春
と
い
へ
ば
宇
治
の
橋
姫
夜
や
寒
き
そ
ら
に
霞
の
衣
か
た
し
く
（
橋
辺
霞
） 

 

こ
の
歌
は
、
「
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き

、
、
、
、
、
こ
よ
ひ
も
や
我
を
ま
つ
ら
む
う
ぢ
の

、
、
、

は
し
ひ
め

、
、
、
、
」
（
『
古
今
集
』
恋
四
・
六
八
九
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
に
よ
る
。
こ
の

古
今
集
歌
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
や
『
古
来
風
体
抄
』
な
ど
に
も
入
り
、
広
く
知

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
宇
治
の
橋
姫
」
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
『
明
日
香

井
和
歌
集
』
に
も
、 

 

か
た
し
き
や
お
き
ま
よ
ふ
し
も
の
さ
む
し
ろ
に
い
く
よ
の
ふ
ゆ
を
う
ぢ
の
は

、
、
、
、

し
姫
、
、

 

（
四
一
五
） 

さ
莚
や
う
ぢ
の
は
し
姫

、
、
、
、
、
、
い
か
な
ら
ん
波
の
み
よ
る
の
せ
ぜ
の
網
代
木 

（
九
九
一
） 

か
た
し
き

、
、
、
、
の
か
す
み

、
、
、
ふ
き
み
だ
る
春
風
に
な
ほ
さ
む
し
ろ
の
う
ぢ
の
は
し
ひ

、
、
、
、
、
、

め、

 

（
一
一
四
三
） 

 

と
し
て
、
「
宇
治
の
橋
姫
」
の
歌
が
三
首
見
ら
れ
、
雅
経
が
こ
の
歌
材
を
好
ん
で

詠
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
殊
に
、
「
か
た
し
き
の
…
」
（
一
一
四
三
）
の
歌
は
、

霞
み
つ
つ
も
猶
肌
寒
さ
の
残
る
早
春
の
様
相
と
「
宇
治
の
橋
姫
」
を
合
わ
せ
詠
ん

だ
も
の
で
、
雅
康
の
歌
と
似
た
趣
向
の
歌
と
い
え
る
。 

 

13
榊
葉
に
見
ぞ
ま
が
へ
つ
る
卯
花
の
霜
や
た
び
を
く
神
の
い
が
き
を
（
杜
卯
花
） 

こ
の
歌
は
、
「
し
も
や
た
び
お
け

、
、
、
、
、
、
、
ど
か
れ
せ
ぬ
さ
か
き
ば

、
、
、
、
の
た
ち
さ
か
ゆ
べ
き

神
の
き
ね
か
も
」
（
『
古
今
集
』
神
あ
そ
び
の
う
た
・
一
〇
七
五
）
や
、
「
神
が
、
、

き、
の
あ
た
り
に
さ
く
も
た
よ
り
あ
れ
や
ゆ
ふ
か
け
た
り
と
み
ゆ
る
う
の
花

、
、
、
」
（
『
山

家
集
』
一
七
八
・
社
頭
卯
花
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
似
た
歌

を
父
雅
世
も
詠
ん
で
い
る
。 

 

八
た
び
お
く
霜

、
、
、
、
、
、
の
し
ら
ゆ
ふ
か
け
そ
へ
て
神
の
い
が
き

、
、
、
、
、
も
な
び
く
榊
葉
、
、 

（
『
雅
世
集
』
・
三
〇
二
・
霜
） 

 

雅
世
の
歌
は
、
右
の
『
古
今
集
』
一
〇
七
五
番
歌
の
表
現
に
加
え
、
「
夜
を
寒

み
と
る
榊
葉
、
、
に
お
く
霜

、
、
、
を
し
ら
ゆ
ふ

、
、
、
、
花
と
人
や
み
る
ら
ん
」
（
『
堀
河
院
百
首
』

冬
十
五
首
・
一
〇
五
一
・
基
俊
）
の
よ
う
に
、
霜
の
白
さ
に
白
木
綿
を
重
ね
て
詠

ん
だ
点
で
、
卯
花
を
詠
む
雅
康
と
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
表
現
の
上
で
は
両

者
は
極
め
て
似
通
っ
て
お
り
、
類
想
的
と
も
い
え
よ
う
。 

雅
世
の
歌
と
表
現
が
類
似
す
る
歌
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、 

 

49
ふ
み
な
づ
み
野
中
に
生
る
葛
か
づ
ら
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
道
も
ゆ
か
れ
ぬ 

（
野
旅
） 

 

に
み
る
「
は
ひ
ま
つ
は
る
」
と
い
う
表
現
は
、
僧
正
遍
昭
が
「
よ
そ
に
見
て
か
へ

ら
む
人
に
ふ
ぢ
の
花
は
ひ
ま
つ
は
れ
よ

、
、
、
、
、
、
、
え
だ
は
を
る
と
も
」
（
『
古
今
集
』
春
歌

下
・
一
一
九
）
と
詠
ん
で
以
来
、
藤
が
絡
み
つ
き
な
が
ら
這
い
伸
び
る
様
子
を
表

現
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
っ
た
が
、
雅
康
は
葛
が
生
い
茂
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
く
、
葛
を
詠
ん
で
い
る
の
が
、
次
の
雅
世
の
歌
で
あ
る
。 

 

う
き
中
に
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
葛

、
、
、
、
、
、
、
、
の
は
は
よ
そ
の
恨
と
見
て
や
つ
れ
な
き 

（
『
雅
世
集
』
八
五
〇
・
恨
恋
） 

 

旅
路
を
詠
む
雅
康
と
は
異
な
り
、
雅
世
の
歌
は
葛
の
葉
の
「
裏
」
と
「
恨
み
」
を

掛
け
、
恋
の
恨
み
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
雅
康
の
兄
雅
親
が
、 

 

松
が
え
に
は
ひ
ま
つ
は
れ

、
、
、
、
、
、
て
咲
く
藤
は
よ
そ
に
帰
ら
ぬ
波
を
か
け
け
り 

（
『
亜
槐
集
』
住
吉
社
法
楽
百
首
・
一
一
八
・
藤
） 

 

と
し
て
、
松
の
枝
に
藤
が
「
は
ひ
ま
つ
は
る
」
と
い
う
従
来
通
り
の
表
現
で
詠
ん

で
い
る
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
雅
康
の
歌
が
雅
世
の
歌
と
発
想
を
同

じ
く
す
る
表
現
を
持
つ
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
か
と
思
う
。 

 

四 

 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
歌
の
中
に
も
、
『
古
今
集
』
を
踏
ま
え
た

と
思
わ
れ
る
表
現
が
幾
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
「
雅
康
五
十
首
」
に
は
、
こ
う
し
た

『
古
今
集
』
の
表
現
享
受
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
。 

 

1
け
ふ
も
猶
か
た
へ

、
、
、
雪
降
と
し
と
我
と
行
か
ふ
空

、
、
、
、
や
霞
そ
む
ら
ん

（
初
春
） 

 

み
な
月
の
つ
ご
も
り
の
日
よ
め
る 

夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
そ
ら

、
、
、
、
、
、
の
か
よ
ひ
ぢ
は
か
た
へ

、
、
、
す
ず
し
き
風
や
ふ
く
ら
む 

（
『
古
今
集
』
夏
・
一
六
八
・
躬
恒
） 

 

－20－



こ
の
歌
は
、
「
し
も
や
た
び
お
け

、
、
、
、
、
、
、
ど
か
れ
せ
ぬ
さ
か
き
ば

、
、
、
、
の
た
ち
さ
か
ゆ
べ
き

神
の
き
ね
か
も
」
（
『
古
今
集
』
神
あ
そ
び
の
う
た
・
一
〇
七
五
）
や
、
「
神
が
、
、

き、
の
あ
た
り
に
さ
く
も
た
よ
り
あ
れ
や
ゆ
ふ
か
け
た
り
と
み
ゆ
る
う
の
花

、
、
、
」
（
『
山

家
集
』
一
七
八
・
社
頭
卯
花
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
似
た
歌

を
父
雅
世
も
詠
ん
で
い
る
。 

 

八
た
び
お
く
霜

、
、
、
、
、
、
の
し
ら
ゆ
ふ
か
け
そ
へ
て
神
の
い
が
き

、
、
、
、
、
も
な
び
く
榊
葉
、
、 

（
『
雅
世
集
』
・
三
〇
二
・
霜
） 

 

雅
世
の
歌
は
、
右
の
『
古
今
集
』
一
〇
七
五
番
歌
の
表
現
に
加
え
、
「
夜
を
寒

み
と
る
榊
葉
、
、
に
お
く
霜

、
、
、
を
し
ら
ゆ
ふ

、
、
、
、
花
と
人
や
み
る
ら
ん
」
（
『
堀
河
院
百
首
』

冬
十
五
首
・
一
〇
五
一
・
基
俊
）
の
よ
う
に
、
霜
の
白
さ
に
白
木
綿
を
重
ね
て
詠

ん
だ
点
で
、
卯
花
を
詠
む
雅
康
と
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
表
現
の
上
で
は
両

者
は
極
め
て
似
通
っ
て
お
り
、
類
想
的
と
も
い
え
よ
う
。 

雅
世
の
歌
と
表
現
が
類
似
す
る
歌
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、 

 

49
ふ
み
な
づ
み
野
中
に
生
る
葛
か
づ
ら
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
道
も
ゆ
か
れ
ぬ 

（
野
旅
） 

 

に
み
る
「
は
ひ
ま
つ
は
る
」
と
い
う
表
現
は
、
僧
正
遍
昭
が
「
よ
そ
に
見
て
か
へ

ら
む
人
に
ふ
ぢ
の
花
は
ひ
ま
つ
は
れ
よ

、
、
、
、
、
、
、
え
だ
は
を
る
と
も
」
（
『
古
今
集
』
春
歌

下
・
一
一
九
）
と
詠
ん
で
以
来
、
藤
が
絡
み
つ
き
な
が
ら
這
い
伸
び
る
様
子
を
表

現
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
っ
た
が
、
雅
康
は
葛
が
生
い
茂
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
く
、
葛
を
詠
ん
で
い
る
の
が
、
次
の
雅
世
の
歌
で
あ
る
。 

 

う
き
中
に
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
葛

、
、
、
、
、
、
、
、
の
は
は
よ
そ
の
恨
と
見
て
や
つ
れ
な
き 

（
『
雅
世
集
』
八
五
〇
・
恨
恋
） 

 

旅
路
を
詠
む
雅
康
と
は
異
な
り
、
雅
世
の
歌
は
葛
の
葉
の
「
裏
」
と
「
恨
み
」
を

掛
け
、
恋
の
恨
み
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
雅
康
の
兄
雅
親
が
、 

 

松
が
え
に
は
ひ
ま
つ
は
れ

、
、
、
、
、
、
て
咲
く
藤
は
よ
そ
に
帰
ら
ぬ
波
を
か
け
け
り 

（
『
亜
槐
集
』
住
吉
社
法
楽
百
首
・
一
一
八
・
藤
） 

 

と
し
て
、
松
の
枝
に
藤
が
「
は
ひ
ま
つ
は
る
」
と
い
う
従
来
通
り
の
表
現
で
詠
ん

で
い
る
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
雅
康
の
歌
が
雅
世
の
歌
と
発
想
を
同

じ
く
す
る
表
現
を
持
つ
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
か
と
思
う
。 

 

四 

 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
歌
の
中
に
も
、
『
古
今
集
』
を
踏
ま
え
た

と
思
わ
れ
る
表
現
が
幾
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
「
雅
康
五
十
首
」
に
は
、
こ
う
し
た

『
古
今
集
』
の
表
現
享
受
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
。 

 

1
け
ふ
も
猶
か
た
へ

、
、
、
雪
降
と
し
と
我
と
行
か
ふ
空

、
、
、
、
や
霞
そ
む
ら
ん

（
初
春
） 

 

み
な
月
の
つ
ご
も
り
の
日
よ
め
る 

夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
そ
ら

、
、
、
、
、
、
の
か
よ
ひ
ぢ
は
か
た
へ

、
、
、
す
ず
し
き
風
や
ふ
く
ら
む 

（
『
古
今
集
』
夏
・
一
六
八
・
躬
恒
） 
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2
春
と
い
へ
ば
宇
治
の
橋
姫

、
、
、
、
、
夜
や
寒
き
そ
ら
に
霞
の
衣
か
た
し
く

、
、
、
、
、

（
橋
辺
霞
） 

 

題
し
ら
ず 

さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き

、
、
、
、
、
こ
よ
ひ
も
や
我
を
ま
つ
ら
む
う
ぢ
の
は
し
ひ
め

、
、
、
、
、
、
、 

  

（
『
古
今
集
』
恋
四
・
六
八
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

 

9
我
ぞ
ゆ
か
ぬ
誰
が
為
な
ら
じ
よ
し
の
山
よ
し
や
人
こ
そ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
花
は
見
ず
と
も 

（
山
花
） 

吉
野
河
よ
し
や
人
こ
そ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
つ
ら
か
ら
め
は
や
く
い
ひ
て
し
事
は
わ
す
れ
じ 

（
『
古
今
集
』
恋
五
・
七
九
四
・
躬
恒
） 

 

13
榊
葉
、
、
に
見
ぞ
ま
が
へ
つ
る
卯
花
の
霜
や
た
び
を
く

、
、
、
、
、
、
神
の
い
が
き
を
（
杜
卯
花
） 

 

し
も
や
た
び
お
け

、
、
、
、
、
、
、
ど
か
れ
せ
ぬ
さ
か
き
ば

、
、
、
、
の
た
ち
さ
か
ゆ
べ
き
神
の
き
ね
か

も

（
『
古
今
集
』
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
七
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

 

14
と
り
わ
く
る
人
の
心
を
種
と
し
て
万
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
小
田
に
う
ふ
る
苗
哉

 
（
早
苗
） 

 

や
ま
と
う
た
は
人
の
こ
こ
ろ
を
た
ね
と
し
て
よ
ろ
づ
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
と
の
は
と
ぞ
な
れ

り
け
る

 

（
『
古
今
集
』
仮
名
序
） 

 

27
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ふ
る
ご
と
も
我
も
し
か
ば
か
り
お
も
ふ
と
や
鳴 

（
暁
簾
） 

有
あ
け
の
つ
れ
な
く
見
え
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
別
よ
り
暁
ば
か
り
う
き
物
は
な
し 

（
『
古
今
集
』
恋
三
・
六
二
五
・
壬
生
忠
岑
） 

36
あ
た
ゝ
か
に
み
る
人
い
か
に
深
山
に
は
松
の
雪

、
、
、
、
、
、
、
だ、
に、
わ
き
て
さ
む
け
き 

（
松
雪
） 

み
山
に
は
松
の
雪
だ
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
き
え
な
く
に
宮
こ
は
の
べ
の
わ
か
な
つ
み
け
り 

（
『
古
今
集
』
春
上
・
一
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

 

40
ね
た
し
や
な
か
ゝ
ら
ま
し
か
ば
た
の
ま
じ
を
な
に
ぞ
は
露
の
あ
だ
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
と
の 

葉

 

（
寄
露
恋
） 

 

い
の
ち
や
は
な
に
ぞ
は
つ
ゆ
の
あ
だ
物

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
あ
ふ
に
し
か
へ
ば
を
し
か
ら
な
く

に

 

（
『
古
今
集
』
恋
二
・
六
一
五
・
紀
友
則
） 

 

41
今
は
猶
な
に
ゝ
祈
ら
ん
神
だ
に
も
け
た
ぬ
お
も
ひ
に
も
ゆ
る
け
ぶ
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を 

（
寄
草
恋
） 

ふ
じ
の
ね
の
な
ら
ぬ
お
も
ひ
に
も
え
ば

、
、
、
、
、
、
、
も
え
神
だ
に
け
た
ぬ

、
、
、
、
、
、
む
な
し
け
ぶ
り

、
、
、

を

 

（
『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
二
八
・
き
の
め
の
と
） 

 

こ
れ
ら
の
歌
は
、
歌
そ
の
も
の
の
有
す
る
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
『
古
今
集
』

の
表
現
を
表
面
的
に
用
い
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
躬
恒
、
紀
友
則
な
ど
の
歌
や

『
古
今
和
歌
六
帖
』
な
ど
に
も
入
る
著
名
な
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
お
り
、
一
目

見
て
そ
れ
と
分
か
る
詠
じ
方
で
あ
る
。
だ
が
、
他
の
歌
集
か
ら
は
、
こ
う
し
た
直

接
的
な
表
現
の
利
用
は
見
出
し
難
い
。
他
に
こ
の
よ
う
な
表
現
享
受
が
認
め
ら
れ

る
も
の
は
、
次
の
二
例
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

11
勅
な
ら
ば

、
、
、
、
誰
か
は
花
に
手
も
ふ
れ
ん
あ
だ
に
折
と
る
宿、
の
さ
く
ら
よ
（
庭
花
） 

 

内
よ
り
人
の
家
に
侍
り
け
る
紅
梅
を
ほ
ら
せ
給
ひ
け
る
に
、
う
ぐ
ひ
す

の
す
く
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、
家
あ
る
じ
の
女
ま
づ
か
く
そ
う
せ
さ
せ
侍

り
け
る 

勅
な
れ
ば

、
、
、
、
い
と
も
か
し
こ
し
鶯
の
や
ど
、
、
は
と
と
は
ば
い
か
が
こ
た
へ
む 

（
『
拾
遺
集
』
雑
下
・
五
三
一
） 

 

24
明
や
ら
ぬ
ひ
か
り
ぞ
し
る
べ
春
秋
の
し
ら
で
と
し
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
山
か
げ
の
月 

（
山
家
月
） 

内
裏
御
屏
風
に
、
い
の
ち
な
が
き
人
の
家
に
松
つ
る
あ
る
所
を 

は
る
も
あ
き
も
し
ら
で
と
し
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
が
み
か
な
ま
つ
と
つ
る
と
の
と
し
を
か

ぞ
へ
て（
７
）  

 
  

（
『
後
拾
遺
集
』
賀
・
四
三
〇
・
平
兼
盛
） 

 

「
雅
康
五
十
首
」
に
見
ら
れ
る
『
古
今
集
』
の
受
容
の
在
り
方
は
、
一
つ
の
特

徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
雅
経
が
撰
者
と
し
て
携
わ
っ
た
『
新
古
今
集
』

を
踏
ま
え
た
と
思
し
い
表
現
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

五 

 

最
後
に
、
『
雅
康
集
』
に
類
似
表
現
が
見
ら
れ
る
歌
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。 

 

15
き
く
人
も
誰
に
か
た
ら
む
ほ
と
ゝ
ぎ
す
此
里
の
名
を
し
の
ぶ
は
つ
音
を 

（
里
郭
公
） 

き
く
人
も

、
、
、
、
あ
り
と
や
こ
こ
に
ほ
と
と
ぎ
す

、
、
、
、
、
み
山
を
い
で
ぬ
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る 

（
『
雅
康
集
』
一
〇
四
） 

 

こ
の
二
首
は
、
「
山
ざ
と
に
や
ど
ら
ざ
り
せ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
き
く
人
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
き
ね

を
や
な
か
ま
し
」
（
『
伊
勢
集
』
一
七
二
、
『
拾
遺
集
』
夏
・
九
九
・
よ
み
人
し

ら
ず
）
な
ど
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。 

 

18
あ
れ
ぞ
行
生
さ
き
と
を
き
な
で
し
こ
の
頼
む
籬
も
隙
見
ゆ
る
迄 
（
籬
瞿
麦
） 

 

こ
の
歌
は
、
「
籬
瞿
麦
」
と
い
う
歌
題
そ
の
ま
ま
に
、
籬
に
咲
く
撫
子
を
率
直

に
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
夕
暮
の
ま
が
き
に
さ
け
る
な
で
し
こ
の
花
み
る

時
ぞ
人
は
こ
ひ
し
き
」
（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
一
三
四
八
・
「
ま
が
き
」
）
な
ど
、

籬
の
撫
子
を
詠
む
歌
は
少
な
く
な
い
が
、
『
雅
康
集
』
に
も
、 

 

夏
ふ
か
み
ま
が
き

、
、
、
に
か
か
る
花
の
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
な
で
し
こ

、
、
、
、
の
露 

（
一
二
六
） 

や
ど
り
と
る
数
も
あ
ら
は
に
夕
ぐ
れ
の
ま
が
き

、
、
、
は
山
と
な
で
し
こ

、
、
、
、
の
露 

（
一
二
七
） 

 

と
し
て
、
籬
の
撫
子
を
詠
じ
た
歌
が
二
首
収
め
ら
れ
て
お
り
、
雅
康
の
好
ん
だ
歌

材
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、 

 

21
末
な
び
く
お
な
じ
よ
も
ぎ
か
本
あ
ら
の
萩
こ
そ
花
の
露
も
ふ
か
け
れ
（
萩
露
） 

 

の
よ
う
に
、
「
本
あ
ら
の
萩
」
と
露
を
詠
み
込
む
表
現
は
、
「
宮
木
の
の
も
と
あ

ら
の
こ
は
ぎ
つ
ゆ
を
お
も
み
風
を
ま
つ
ご
と
き
み
を
こ
そ
ま
て
」
（
『
古
今
集
』

恋
四
・
六
九
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
始
め
と
し
て
多
く
あ
る
が
、
『
雅
康
集
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
類
似
の
歌
を
見
出
せ
る
。 
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内
よ
り
人
の
家
に
侍
り
け
る
紅
梅
を
ほ
ら
せ
給
ひ
け
る
に
、
う
ぐ
ひ
す

の
す
く
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、
家
あ
る
じ
の
女
ま
づ
か
く
そ
う
せ
さ
せ
侍

り
け
る 

勅
な
れ
ば

、
、
、
、
い
と
も
か
し
こ
し
鶯
の
や
ど
、
、
は
と
と
は
ば
い
か
が
こ
た
へ
む 

（
『
拾
遺
集
』
雑
下
・
五
三
一
） 

 

24
明
や
ら
ぬ
ひ
か
り
ぞ
し
る
べ
春
秋
の
し
ら
で
と
し
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
山
か
げ
の
月 

（
山
家
月
） 

内
裏
御
屏
風
に
、
い
の
ち
な
が
き
人
の
家
に
松
つ
る
あ
る
所
を 

は
る
も
あ
き
も
し
ら
で
と
し
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
が
み
か
な
ま
つ
と
つ
る
と
の
と
し
を
か

ぞ
へ
て（
７
）  

 
  

（
『
後
拾
遺
集
』
賀
・
四
三
〇
・
平
兼
盛
） 

 

「
雅
康
五
十
首
」
に
見
ら
れ
る
『
古
今
集
』
の
受
容
の
在
り
方
は
、
一
つ
の
特

徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
雅
経
が
撰
者
と
し
て
携
わ
っ
た
『
新
古
今
集
』

を
踏
ま
え
た
と
思
し
い
表
現
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

五 

 

最
後
に
、
『
雅
康
集
』
に
類
似
表
現
が
見
ら
れ
る
歌
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。 

 

15
き
く
人
も
誰
に
か
た
ら
む
ほ
と
ゝ
ぎ
す
此
里
の
名
を
し
の
ぶ
は
つ
音
を 

（
里
郭
公
） 

き
く
人
も

、
、
、
、
あ
り
と
や
こ
こ
に
ほ
と
と
ぎ
す

、
、
、
、
、
み
山
を
い
で
ぬ
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る 

（
『
雅
康
集
』
一
〇
四
） 

 

こ
の
二
首
は
、
「
山
ざ
と
に
や
ど
ら
ざ
り
せ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
き
く
人
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
き
ね

を
や
な
か
ま
し
」
（
『
伊
勢
集
』
一
七
二
、
『
拾
遺
集
』
夏
・
九
九
・
よ
み
人
し

ら
ず
）
な
ど
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。 

 

18
あ
れ
ぞ
行
生
さ
き
と
を
き
な
で
し
こ
の
頼
む
籬
も
隙
見
ゆ
る
迄 

（
籬
瞿
麦
） 

 

こ
の
歌
は
、
「
籬
瞿
麦
」
と
い
う
歌
題
そ
の
ま
ま
に
、
籬
に
咲
く
撫
子
を
率
直

に
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
夕
暮
の
ま
が
き
に
さ
け
る
な
で
し
こ
の
花
み
る

時
ぞ
人
は
こ
ひ
し
き
」
（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
一
三
四
八
・
「
ま
が
き
」
）
な
ど
、

籬
の
撫
子
を
詠
む
歌
は
少
な
く
な
い
が
、
『
雅
康
集
』
に
も
、 

 

夏
ふ
か
み
ま
が
き

、
、
、
に
か
か
る
花
の
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
な
で
し
こ

、
、
、
、
の
露 

（
一
二
六
） 

や
ど
り
と
る
数
も
あ
ら
は
に
夕
ぐ
れ
の
ま
が
き

、
、
、
は
山
と
な
で
し
こ

、
、
、
、
の
露 

（
一
二
七
） 

 

と
し
て
、
籬
の
撫
子
を
詠
じ
た
歌
が
二
首
収
め
ら
れ
て
お
り
、
雅
康
の
好
ん
だ
歌

材
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、 

 

21
末
な
び
く
お
な
じ
よ
も
ぎ
か
本
あ
ら
の
萩
こ
そ
花
の
露
も
ふ
か
け
れ
（
萩
露
） 

 
の
よ
う
に
、
「
本
あ
ら
の
萩
」
と
露
を
詠
み
込
む
表
現
は
、
「
宮
木
の
の
も
と
あ

ら
の
こ
は
ぎ
つ
ゆ
を
お
も
み
風
を
ま
つ
ご
と
き
み
を
こ
そ
ま
て
」
（
『
古
今
集
』

恋
四
・
六
九
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
始
め
と
し
て
多
く
あ
る
が
、
『
雅
康
集
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
類
似
の
歌
を
見
出
せ
る
。 
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秋
風
に
た
へ
ず
ぞ
み
ゆ
る
末
の
つ
ゆ
も
と
あ
ら
の
こ
萩
花
も
み
だ
れ
て 

（
一
五
〇
） 

 

い
ず
れ
の
歌
も
目
新
さ
に
は
欠
け
よ
う
が
、
『
古
今
集
』
を
筆
頭
に
『
古
今
和

歌
六
帖
』
な
ど
の
古
典
的
な
表
現
を
踏
ま
え
た
歌
ば
か
り
で
あ
る
。 

歌
題
や
構
成
に
お
い
て
は
、
『
富
士
歴
覧
記
』
に
見
ら
れ
た
姿
勢
と
同
じ
く
、

雅
経
や
雅
世
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
は
『
古
今
集
』
の

影
響
が
色
濃
く
、
古
典
的
な
表
現
を
踏
ま
え
た
五
十
首
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 
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に
よ
り
、
濁
点
や
句
読
点
な
ど
を
私
に
改
め
た
。 

(

3) 

井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
〔
改
訂
新
版
〕
』
（
一
九
八
七
年
）
二
一
頁
。 

(

4) 

飛
鳥
井
家
の
蹴
鞠
・
和
歌
二
道
と
蹴
鞠
歌
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
孝
浩
「
鞠
聖
藤
原
成
通
影 

供
と
飛
鳥
井
家
の
歌
鞠
二
道
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
〇
号
、
一
九
九
四
年 

三
月
）
に
詳
し
い
。 

(

5)

『
拾
遺
愚
草
』
に
は
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
と
題
す
る
五
十
首
が
二
種
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ 

で
述
べ
る
「
仁
和
寺
宮
五
十
首
」
は
、
守
覚
法
親
王
主
催
で
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
頃
に 

詠
進
さ
れ
た
と
い
う
所
謂
「
御
室
五
十
首
」
と
は
異
な
る
五
十
首
で
あ
る
。 

(

6) 

日
本
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室
蔵
本
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
な
ど
に
も
同
奥
書
が
認
め 

ら
れ
る
。 

(

7)

『
兼
盛
集
』
に
は
「
春
秋
も
し
ら
で
年
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
我
が
身
か
な
松
と
た
け
と
の
と
し
を
か
ぞ
へ
て
」 

（
二
〇
三
）
と
あ
る
。 

※
「
雅
康
五
十
首
」
を
除
き
、
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。 

【
翻
刻
】 

飛
鳥
井
雅
康
「
詠
五
十
首
和
歌
」 

〔
凡
例
〕 

・
底
本
は
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
函
号
、
6
／
2
‐
2
／
2
8
7
）
を
用
い
た
。

・
漢
字
の
旧
字
体
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

・
見
消
ち
は
、

で
示
し
た
。

・
池
田
本
【
池
】
・
内
閣
本
【
内
】
と
の
異
同
に
は
＊
を
付
し
、
後
の
〔
校
異
〕
に
示
し
た
。

詠
五
十
首
和
歌

春
十
二
首

桑
門
宋＊

１

世

初
春

1
け
ふ
も
猶
か
た
へ
雪
降
と
し
と
我
と
行
か
ふ
空
や
霞
そ
む
ら
ん 

橋
辺
霞 

2
春
と
い
へ
は
宇
治
の
橋
姫
夜
や
寒
き
そ
ら
にに

霞
の
衣
か
た
し
く 

雪
中
鴬 

3
さ
す
か
ま
た
里
な
れ
ぬ
声
か
降
雪
に
こ
ぬ
れ
か
く
れ
て
き
ぬ＊

２

る
う
く
ひ
す 

行
路
梅 

4
梅
か
ゝ＊

３

に
ま
た
行
初
を
お
り
か
へ
し
を
よ
は
ぬ
え
た
に
こ
ゝ
ろ
と
ゝ
め
よ 

岸
柳 

5
と
き
し
ら
ぬ
な＊

４

つ
こ
ひ
く
也
岸
か
け
に
春
は
柳
の
い
と
を
み
た
し
て 

旅
春
雨 

6
谷
川
は
雪
け
な
か
れ
て
春
雨
の
ふ
る
ほ
と
よ
り
も
わ
た
り
か
ね
ぬ
る 

春
月 

7
霞
か
は
春
さ
む
し
と
て
久
堅
の
月
の
き
ぬ
き
る
た
め
し
を
そ
み
る 

遠
帰
雁 

8
も
ろ
こ
し
の
か
ら
ろ
を
し
出
し
行
舟
の
は
る
か
に
成
て
帰
る
雁
金 

山
花 

9
我
そ
ゆ
か
ぬ＊

５

誰
か
為
な
ら
し
よ
し
の
山
よ
し
や
人
こ
そ
花
は
見
す
と
も 

関
花 

10
山
桜
今
や
咲
ら
ん
逢
坂
の
せ
き
の
清
水
も
に
ほ
ふ
春
哉 

庭
花 

11
勅
な
ら
は
誰
か
は
花
に
手
も
ふ
れ
ん
あ
た
に
折
と
る
宿
の
さ
く
ら
よ 

河
款＊

６

冬 

12
く
ち
な
し
に
咲
山
吹
の
か
ひ
も
な
し
名
に
も
花
に
も
井
手
の
玉
水 

夏
七
首 

社
卯
花 

13
榊
葉
に
見
そ
ま
か
へ
つ
る
卯
花
の
霜
や
た
ひ
を
く
神
の
い
か
き
を 

早
苗 

14
と
り
わ
く
る
人
の
心
を
種
と
し
て
万
の
小
田
に
う
ふ
る
苗
哉 

里
郭
公 

15
き
く
人
も
誰
に
か
た
ら
む
ほ
と
ゝ
き

時

鳥

す
此
里
の
名
を
し
の
ふ
は
つ
音
を 

岡
郭
公 

16
折
し
も
あ
れ
妹
と
我
き
く
時
鳥
お
か
へ
の
宿
に
幾
夜
待＊

７

て
も 

夜
盧
橘 

17
す
ゝ
の
音
も
な
る
と
は
す
れ
と
五
月
や
み
花
橘
に
よ
は
き
風
か
な 

籬
瞿＊

８

麦 

18
あ
れ
そ
行
生
さ
き
と
を
き
な
て
し
こ
の
頼
む
籬
も
隙
見
ゆ
る
迄 

江
蛍 

19
飛
蛍
よ
る
は
入
江
の
芦
ね
は
ふ
う
き
は
ひ
か
り
に
見
え
て
行
か
な 

秋
十
二
首 

早
秋 

20
き
の
ふ
迄
み
そ
き
に
待
し
秋
か
せ
を
け
さ
か＊

９

ら
さ
き
に
な
へ
て
聞
哉 

萩
露 

21
末
な
ひ
く
お
な
し
よ
も
き
か
本
あ
ら
の
萩
こ
そ
花
の
露
も
ふ
り
け
れ 

荻
風 

22
荻
と
い
へ
は
一
葉
の
上
に
秋
風
を
を
の

お
＊
１
０

か
も
の
と
や
や
と
し
な
れ

＊

１

１

け
ん 

尋
虫
声 

23
虫
の
音
は
こ
な
た
か
な
た
に
迷
へ
と
も
我
か
と
鳴
て
く
る
野
へ
は
な
し 

山
家
月 

24
明
や
ら
ぬ
ひ
か
り
そ
し
る
へ
春
秋
の
し
ら
て
と
し
ふ
る
山
か
け
の
月 

野
径
月 

25
誰
か
い
ま
す
か
の
あ
ら
の
ゝ
露
わ
け
て
今
宵
は
月
の
く
ま
た
に
も
な
し 

舟
中
月 

26
時
の
ま
に
と
ま
も
る
か
け
そ
か
は
り
行
お
ほ
え
す
め

＊
１
２

つ
る
浪
の
上
の
月 

暁
鹿 

27
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
ふ
る
こ
と
も

＊
１
３

我
も
し
か
は
か
り
お
も
ふ
と
や
鳴 

河
霧 

28
誰
な
ら
む
槇
の
板
は
し
ふ
み
な
ら
し
行
人
見
え
ぬ
よ
と
の
か
は
き
り 

擣
衣
幽 

29
所
き
く

＊

１

４

い
ま
や
ね
さ
め
の
里
の
名
を
よ
そ
に
し
れ
と
て
こ
ろ
も
う
つ
声

＊
１
５ 

夕
紅
葉 

30
夕
霧
も
心
し
て
を
け
た
ま
ほ
こ
の
た
よ
り
に
を
ら
む
木
々
の
紅
葉
は 

残
菊
匂 

31
と
き
過
て
誰
か
は
今
も
き
せ
綿
の
そ
れ
か
と
に
ほ
ふ
霜
のの

白
菊 

－24－



遠
帰
雁 

8
も
ろ
こ
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を
し
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は
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成
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帰
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雁
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花 

9
我
そ
ゆ
か
ぬ＊

５

誰
か
為
な
ら
し
よ
し
の
山
よ
し
や
人
こ
そ
花
は
見
す
と
も 

関
花 

10
山
桜
今
や
咲
ら
ん
逢
坂
の
せ
き
の
清
水
も
に
ほ
ふ
春
哉 

庭
花 

11
勅
な
ら
は
誰
か
は
花
に
手
も
ふ
れ
ん
あ
た
に
折
と
る
宿
の
さ
く
ら
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河
款＊

６

冬 

12
く
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な
し
に
咲
山
吹
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か
ひ
も
な
し
名
に
も
花
に
も
井
手
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玉
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夏
七
首 

社
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花 
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榊
葉
に
見
そ
ま
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へ
つ
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花
の
霜
や
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を
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早
苗 

14
と
り
わ
く
る
人
の
心
を
種
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し
て
万
の
小
田
に
う
ふ
る
苗
哉 

里
郭
公 

15
き
く
人
も
誰
に
か
た
ら
む
ほ
と
ゝ
き

時

鳥

す
此
里
の
名
を
し
の
ふ
は
つ
音
を 

岡
郭
公 

16
折
し
も
あ
れ
妹
と
我
き
く
時
鳥
お
か
へ
の
宿
に
幾
夜
待＊

７

て
も 

夜
盧
橘 

17
す
ゝ
の
音
も
な
る
と
は
す
れ
と
五
月
や
み
花
橘
に
よ
は
き
風
か
な 

籬
瞿＊

８

麦 

18
あ
れ
そ
行
生
さ
き
と
を
き
な
て
し
こ
の
頼
む
籬
も
隙
見
ゆ
る
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江
蛍 

19
飛
蛍
よ
る
は
入
江
の
芦
ね
は
ふ
う
き
は
ひ
か
り
に
見
え
て
行
か
な 

秋
十
二
首 

早
秋 

20
き
の
ふ
迄
み
そ
き
に
待
し
秋
か
せ
を
け
さ
か＊

９

ら
さ
き
に
な
へ
て
聞
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萩
露 

21
末
な
ひ
く
お
な
し
よ
も
き
か
本
あ
ら
の
萩
こ
そ
花
の
露
も
ふ
り
け
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荻
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22
荻
と
い
へ
は
一
葉
の
上
に
秋
風
を
を
の

お
＊
１
０

か
も
の
と
や
や
と
し
な
れ

＊

１

１

け
ん 

尋
虫
声 

23
虫
の
音
は
こ
な
た
か
な
た
に
迷
へ
と
も
我
か
と
鳴
て
く
る
野
へ
は
な
し 

山
家
月 

24
明
や
ら
ぬ
ひ
か
り
そ
し
る
へ
春
秋
の
し
ら
て
と
し
ふ
る
山
か
け
の
月 

野
径
月 

25
誰
か
い
ま
す
か
の
あ
ら
の
ゝ
露
わ
け
て
今
宵
は
月
の
く
ま
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に
も
な
し 

舟
中
月 

26
時
の
ま
に
と
ま
も
る
か
け
そ
か
は
り
行
お
ほ
え
す
め

＊
１
２

つ
る
浪
の
上
の
月 

暁
鹿 

27
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
ふ
る
こ
と
も

＊
１
３

我
も
し
か
は
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り
お
も
ふ
と
や
鳴 

河
霧 

28
誰
な
ら
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槇
の
板
は
し
ふ
み
な
ら
し
行
人
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え
ぬ
よ
と
の
か
は
き
り 

擣
衣
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29
所
き
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＊

１

４

い
ま
や
ね
さ
め
の
里
の
名
を
よ
そ
に
し
れ
と
て
こ
ろ
も
う
つ
声

＊
１
５ 

夕
紅
葉 

30
夕
霧
も
心
し
て
を
け
た
ま
ほ
こ
の
た
よ
り
に
を
ら
む
木
々
の
紅
葉
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残
菊
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31
と
き
過
て
誰
か
は
今
も
き
せ
綿
の
そ
れ
か
と
に
ほ
ふ
霜
のの

白
菊 

－25－



冬
七
首 

朝
時
雨 

32
む
か
し
お
も
ふ
ふ
か

＊

１

６

き
涙
や
曇
ら
ん
あ
く
る
朝
戸

＊

１

７

の
う
ち
し
く
れ
ゆ
く 

竹
霜 

33
猶
さ
む
き
は
た
れ
霜
ふ
る
呉
竹
に

＊
１
８

夜
の
ま
の
風
の
ほ
と
も
見
え
つ
ゝ 

池
水
鳥 

34
氷
行
い
つ
く
か
ひ
ま
と
鳰
と
り
の
う
き
て
も
沈
む
池
の
お
も
か
な 

嶋
子
鳥 

35
妻
こ
ひ
も
わ
り
な
き
も
の
か
あ
へ
の
嶋
鵜
の
ゐ
る
岩
に
千
鳥
鳴
な
り 

松
雪 

36
あ
た
ゝ
か
に
み
る
人

＊
１
９

い
か
に
深
山
に
は
松
の
雪
た
に
わ
き
て
さ
む
け
き 

湖
雪 

37
逢

本
ノ
侭

高
＊
２
０

き
ひ
ら
の
深
雪
を
舟
路
に
て
影
に
さ
ほ
さ
す
し
か
の
う
ら
人 

惜
歳
暮 

38
今
は
よ
し
左
に
も
右
に
も
等
閑
の
老
こ
そ
と
し
も
お
し
み
な
れ
つ
れ 

恋
六
首 

寄
雲
恋 

39
よ
そ
に
て
も
み
る
や
妹
背
の
山
か
つ
ら
誰
き
ぬ
〳
〵
に
か
ゝ
り
そ
め
け
ん 

寄
露
恋 

40
ね
た
し
や
な
か
ゝ
ら
ま
し
か
は
た
の
ま
し
を

＊
２
１

な
に
そ
は
露
の
あ
た
し
こ
と
の 

葉 

寄
烟
恋 

41
今
は
猶
な
に
ゝ
祈
ら
ん
神
た
に
も
け
た
ぬ
お
も
ひ
に
も
ゆ
る
け
ふ

＊
２
２

り
を 

寄
草
恋 

42
お
も
か
け
は
さ
な
か
ら
み
し
に
に
こ
草
の
な
と
に
こ
や
か
に
な
ら
は
さ
り
け 

ん 

寄
鳥
恋 

43
あ
く
る
夜
を
つ
け
す
と
も
か
な
を
の
か
上

＊
２
３

に
別
を
し
ら
ぬ
鳥
に
や
は
あ
る 

寄
枕

＊
２
４

恋 

44
限
あ
り
て
い
つ
か
は
夢
に
こ
枕
の
う
へ
に
声
な
き
夜
を
た
の
め
と
も 

雑
六
首 

暁
述
懐 

45
い
つ
か
さ
め
む
み
ゐ
の
あ
か
く
む
暁
に
な
れ
て
も
ま
よ
ふ
夢
の
う
き
世
は 

閑
中
燈 

46
板
ま
あ
ら
み
ま
た
た
く
影
に
め
も
あ
は
て
山
か
せ
み
ゆ
る
ね
や
の
と
も
し
火 

山
旅 

47
山
遠
く
お
ほ
く

＊
２
５
（
マ
マ
）

す
き
つ
る
老
の
坂
か
へ
り
見
て
こ
そ
く
る
し
か
り
け
れ 

海
路

＊
２
６
（
マ
マ
） 

48
風
し
あ
れ
は
お
も
ひ
し
よ
り
も
を
そ
く
と
も
日
数
さ
た
め
ぬ
舟
路
を
そ
行 

野
旅 

49
ふ
み
な
つ
み
野
中
に
生
る
葛
か
つ
ら
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ

＊
２
７

道
も
ゆ
か
れ
ぬ 

寄
松
祝 

50
と
は
は
や
な
松
の
こ
ゝ
ろ
も
誰
に
と
か
千
代
を
ま
こ
と
に
ゆ
つ
り
置
へ
き 

 

明
応
八
年
十
二
月
廿
一
日
、
於
微
妙
寺
之
山
陰
、
焼
火
之
中
、
詠
之
。
不
可
在

＊
２
８ 

他
見
云
々
。 

右
、

＊
２
９

二
楽
軒
五
十
首
詠
草
、
以
自
筆
之
本
写
焉
。 

元
禄
六
年
癸

酉

歳 
仲
冬
中
旬
、
再
令
写
之
畢
。 

 

〔
校
異
〕 

＊
1
宋
世
―
采
世
【
池
】

 

＊
2
ぬ
る
―
ゐ
る
【
池
】
【
内
】 

＊
3
ゝ
に
―
へ
も
【
池
】

 

＊
4
な
つ
こ
ひ
く
―
な
る
こ
引
【
内
】 

＊
5
ぬ
―
む
【
池
】
【
内
】

 

＊
6
款
冬
―
山
吹
【
池
】
【
内
】 

＊
7
待
て
も
―
ま
た
れ
て
【
内
】

 

＊
8
瞿
麦
―
撫
子
【
池
】
【
内
】 

＊
9
か
ら
さ
き
―
は
草
木
【
内
】

 

＊
10
を
の
か
―
か
の
こ
【
池
】 

＊
11
な
れ
―
そ
め
【
内
】

 

＊
12
め
つ
る
―
め
く
る
【
池
】
【
内
】 

＊
13
も
―
を
【
池
】
【
内
】

 

＊
14
き
く
―
き
く

本
ノ
マ
ヽ

【
池
】 

＊
15
声
―
也
【
池
】
ら
ん
声

【
内
】

 

＊
16
ふ
か
き
―
ふ
る
き
【
池
】 

＊
17
朝
戸
―
水朝

戸
【
内
】

 

＊
18
に
―
も
【
池
】 

＊
19
人
―
〳
〵
【
池
】

 

＊
20
逢
―
み
ね
【
池
】
峯
【
内
】 

＊
21
を
―
な
【
池
】
【
内
】

 

＊
22
け
ふ
り
―
思
ひ
【
池
】 

＊
23
か
上
―
う
へ
【
池
】
【
内
】

 

＊
24
池
田
本
は
44
番
歌
が
欠
落
す
る
。 

＊
25
お
ほ
く
す
―
お
ほ
え
す
【
池
】
【
内
】

 

＊
26
海
路
―
海
旅
【
池
】
【
内
】 

＊
27
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
―
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ本
ノ
マ
ヽ

【
池
】

 

＊
28
在
―
有
【
池
】
【
内
】

 

＊
29
内
閣
本
に
は
「
本
云
、
右
、
二
楽
軒
…
」
と
あ
る
。 

  

〔
付
記
〕 

本
稿
は
、
第
35
回
古
典
研
究
会
に
お
け
る
発
表
の
一
部
を
元
に
し
て
い
る
。
席
上
ご
助
言
を
賜
っ

た
先
生
方
、
ま
た
、
資
料
の
翻
刻
に
つ
い
て
ご
許
可
を
賜
っ
た
祐
徳
稲
荷
神
社
に
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度JSPS

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
研
究
活
動
ス
タ

ー
ト
支
援
、
課
題
番
号
2
5
8
8
4
0
4
9
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

（
ひ
だ
か

あ
い
こ
・
本
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員
） 
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〔
校
異
〕 

＊
1
宋
世
―
采
世
【
池
】

 

＊
2
ぬ
る
―
ゐ
る
【
池
】
【
内
】 

＊
3
ゝ
に
―
へ
も
【
池
】

 

＊
4
な
つ
こ
ひ
く
―
な
る
こ
引
【
内
】 

＊
5
ぬ
―
む
【
池
】
【
内
】

 

＊
6
款
冬
―
山
吹
【
池
】
【
内
】 

＊
7
待
て
も
―
ま
た
れ
て
【
内
】

 

＊
8
瞿
麦
―
撫
子
【
池
】
【
内
】 

＊
9
か
ら
さ
き
―
は
草
木
【
内
】

 

＊
10
を
の
か
―
か
の
こ
【
池
】 

＊
11
な
れ
―
そ
め
【
内
】

 

＊
12
め
つ
る
―
め
く
る
【
池
】
【
内
】 

＊
13
も
―
を
【
池
】
【
内
】

 

＊
14
き
く
―
き
く

本
ノ
マ
ヽ

【
池
】 

＊
15
声
―
也
【
池
】
ら
ん
声

【
内
】

 

＊
16
ふ
か
き
―
ふ
る
き
【
池
】 

＊
17
朝
戸
―
水朝

戸
【
内
】

 

＊
18
に
―
も
【
池
】 

＊
19
人
―
〳
〵
【
池
】

 

＊
20
逢
―
み
ね
【
池
】
峯
【
内
】 

＊
21
を
―
な
【
池
】
【
内
】

 

＊
22
け
ふ
り
―
思
ひ
【
池
】 

＊
23
か
上
―
う
へ
【
池
】
【
内
】

 

＊
24
池
田
本
は
44
番
歌
が
欠
落
す
る
。 

＊
25
お
ほ
く
す
―
お
ほ
え
す
【
池
】
【
内
】

 

＊
26
海
路
―
海
旅
【
池
】
【
内
】 

＊
27
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ
―
は
ひ
ま
つ
は
れ
ぬ本
ノ
マ
ヽ

【
池
】

 

＊
28
在
―
有
【
池
】
【
内
】

 

＊
29
内
閣
本
に
は
「
本
云
、
右
、
二
楽
軒
…
」
と
あ
る
。 

  

〔
付
記
〕 

本
稿
は
、
第
35
回
古
典
研
究
会
に
お
け
る
発
表
の
一
部
を
元
に
し
て
い
る
。
席
上
ご
助
言
を
賜
っ

た
先
生
方
、
ま
た
、
資
料
の
翻
刻
に
つ
い
て
ご
許
可
を
賜
っ
た
祐
徳
稲
荷
神
社
に
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度JSPS

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
研
究
活
動
ス
タ

ー
ト
支
援
、
課
題
番
号
2
5
8
8
4
0
4
9
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

（
ひ
だ
か

あ
い
こ
・
本
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員
） 
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